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ＳＯＳニュース 
カナリアが鳴いている  

～金価格高騰・株価高騰の背景～ 

 

金価格の上昇トレンドが止まりません。トランプ圧勝後のトランプトレードにより金価格は目先、

下落を示しているものの、これまでの上昇トレンドを変えるものではなさそうです。元 FRB 議長の

グリーン・スパン氏の言によると、「金は究極の支払手段だ。金の高騰は世界の通貨市場に問題あり

というシグナルでもある。金は炭鉱のカナリアみたいなものゆえ、目が離せない。」（2010 年 9 月） 

注）「炭鉱のカナリア」という慣用句は、炭坑内で発生するメタンガスや一酸化炭素などを検知する目的で、

行列の先頭にカナリアのカゴを持って坑内に入っていた歴史に由来します。金融用語としては株価急落

や相場の急変、バブル崩壊などを示すシグナルという意味で用いられています。 

 

◎いま、何が起きているのでしょうか？◎ 

「炭鉱のカナリア」という意味では、今回の金の急騰もマーケットのリスクを感知して、羽ば

たき鳴いているカナリアを象徴していると言えます。金価格と米ドル価値は逆相関関係です。つ

まり、金価格の上昇は米ドルの価値が下落していることを意味しています。 

この米ドルの価値下落の背景に、米国の財政赤字累積による連邦債務の巨大化があげられます。 

 

（１）連邦債務の巨大化リスク 

直近の米国連邦債務残高は 36 兆ドル（5,4000 兆円：1 米ドル＝150 円換算）を超えていま

す。その規模は、2024 年度連邦予算（6.9 兆ドル）の５倍を超えており、その利払い額も 1 兆ド

ル（150 兆円）を超え、全予算の 15.9％を占

めています。国防予算（0.8 兆ドル）をも上回

る規模になっています。 

この巨額の国債発行は、リーマンショック

からの復興対策やコロナ対策、更にはウクラ

イナ戦争やガザ戦争に対する軍事支援費など

で巨大化しました。 

この巨額のマネーが世界市場に一気になだ

れ込み、株価の高騰や米ドルの価値下落を招

き、金の高騰をもたらしてきました。現在のイ

ンフレの要因にもなっています。 

 

（２）グローバルサウスの台頭とドル離れの進展 

2024 年の 1 月、ＢＲＩＣＳ加盟国が５か国（ブラジル、ロシア、インド、中国、南ア）から

９か国（エジプト、イラン、ＵＡＥ、エチオピアが新規加盟）に拡大しました。既に GDP（購買

力平価ベース）では G7 を上回り、その人口規模や保有資源力の大きさから、欧米に代わって今

後の世界経済の主軸になりうる存在に成長してきました。 

＜通貨供給量とゴールド＞ 



 

このＢＲＩＣＳでは、欧米諸国（G7）からの経済的自立を図るための方策として、米ドルを基

軸とした国際金融ネットワーク（SWIFT）の代替手段としての独自の国際決済プラットフォーム

（BRICS ブリッジ）の構築を進めています。更に、これら諸国の中央銀行が外貨準備としての金

の購入を積極化しており、この流れが金価格上昇トレンドを支えています。このような要因に加

えて、米国の世界 GDP におけるシェア低下や、米国が地政学的な紛争（ウクライナ戦争など）の

解決手段として金融制裁を行うようになったことを背景として、「ドル離れ」が進みつつあります。 

 

（３）2025年の金融リスク 

米国財務省のデータによると、米国債の約 33%が今後 12 ヶ月以内に償還期限を迎える予定で

す。短期証券を除くと、約 7 兆ドルに相当します。米国の財政状況は急速に悪化してきており、

利払い費用の増加が大きな課題となっています。2025 年には、利払い費用が過去最高を記録し、

その後も増加し続けると予測されています。ドル離れが進む中で、来年以降の巨額の債務償還→

借換債発行が消化可能なのかどうか？ 金利上昇やインフレ昂進を抑止できるのか？ 更に、米国

の財政赤字は今後も増加が予想されており、2024 年度には GDP の約 6%に達すると見込まれて

います。このような状況は、米国

の財政持続可能性に対する懸念

を高めています。来年１月に就

任するトランプ大統領は、小さ

な政府に向けた行政組織の大改

革によって２兆ドルに及ぶ予算

削減を表明しています。 

この米国の巨額債務をどうマ

ネージできるのかは、世界が注

目する来年の大きな課題です。 

 

２０２４年１１月 

税務・金融部会  角田栄二 

ファイナンシャルプランナー 

 

「ひとりで悩む前に」お気軽にご相談ください。 
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世界

シェア

１０億ドル １０億ドル 倍 百万人

G7（７か国） 54,323.34 22,329.02 2.4 777.15 10.0%

BRICS+（９か国） 66,010.88 9,848.52 6.7 3,559.78 45.6%

＜出典＞IMF - World Economic Outlook Databases (2024年4月版)

購買力平価GDP(US＄) 人口
2001  2023 

72％  59％ 

＜出典＞米議会予算局（CBO）データ 

 

＜米国財政赤字見込（GDP比：％）＞ 


